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二

二

六

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
　
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」

－
　
「
為
」
と
の
関
係
か
ら
　
ー

田
　
　
中
　
　
雅

［
∪

末
つ

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
「
ム
為
」
表
記
に
つ
い
て

二
、
「
ム
ガ
為
」

三
、
「
ム
ト
為
」

四
、
「
ム
ガ
為
」

五
、
「
為
」
「
欲
」

む
す
び
に

と
　
「
ム
ト
為
」

と
　
「
ム
ト
ス
」

「
ム
ト
為
」
「
ム
ト
ス
」

「
将
」
と
漢
文
訓
読
語

は
じ
め
に

従
来
、
ム
ト
ス
が
問
題
と
さ
れ
る
場
合
、
ム
ズ
と
対
比
さ
れ
、
或
は
ム
と
の
相
違
も
含
め
な
が
ら
、
そ
の
用
法
上
の
差
異
が
指
摘
さ
れ
て

き
た
。
そ
の
特
徴
的
な
も
の
を
簡
潔
に
例
示
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
ム
ズ
が
口
頭
語
（
口
語
調
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
ト
ス
が
文

章
語
（
文
語
調
）
で
あ
る
。
地
の
文
に
お
い
て
は
、
ム
ズ
が
情
意
的
で
あ
り
自
然
的
状
態
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
ト
ス
が
判
断
的
で
あ
り

意
志
的
動
作
的
で
あ
る
。
（
仏
教
）
説
話
文
学
で
は
、
和
文
調
の
も
の
は
ム
ズ
、
漢
文
訓
読
調
の
も
の
は
ム
ト
ス
に
偏
る
。
ま
た
、
ム
ト
ス
は



（1）

主
と
し
て
漢
文
訓
読
の
用
語
で
、
院
政
鎌
倉
時
代
に
は
強
調
的
な
語
感
を
も
っ
て
用
い
ら
れ
る
、
な
ど
の
指
摘
で
あ
る
。
更
に
、
近
時
は
ベ

シ
と
の
関
係
に
も
注
目
さ
れ
、
両
者
の
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
も
新
た
な
見
解
が
示
さ
れ
て
き
て
い
る
。
即
ち
、
平
安
和
文
に
お
け
る
ム
ズ

の
元
来
の
意
味
は
（
意
志
）
で
あ
り
、
推
量
の
場
合
は
（
確
信
を
持
っ
た
推
量
）
を
表
す
の
に
対
し
、
ム
ト
ス
は
（
登
場
人
物
の
意
志
に
基

づ
く
動
作
）
を
活
写
す
る
性
格
の
物
語
用
語
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
は
ム
ズ
が
〈
事
態
の
推
移
）
に
近
い
意
味
を
持
ち
始
め
、
〈
切
迫
し
た
事

（2）

態
）
の
推
量
を
も
表
し
、
ベ
シ
の
持
つ
表
現
と
類
似
性
を
持
つ
よ
う
に
な
る
、
な
ど
の
指
摘
で
あ
る
。

本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
ま
で
と
は
異
な
っ
た
視
点
で
の
検
討
・
考
察
を
加
え
、
改
め
て
『
今
昔
物
語
集
』
（
以
下

『
今
昔
』
と
略
記
す
る
）
の
ム
ト
ス
を
中
心
に
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
中
古
・
中
世
に
お
け
る
ム
ズ
・
ム
ト
ス
或
は
推
量

表
現
を
考
え
る
為
の
足
掛
か
り
も
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
ム
ズ
・
ム
ト
ス
（
就
中
『
今
昔
』
の
そ
れ
）
に
つ
い
て
は
、
既
に
詳

細
な
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
視
点
を
変
え
る
こ
と
で
新
た
に
見
え
て
く
る
部
分
も
あ
ろ
う
し
、
ま
た
、
問
題
に
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
重
要
な
点
も
あ
る
よ
う
に
思
う
の
で
、
敢
え
て
卑
見
を
述
べ
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぎ
た
い
。

ま
ず
本
稿
で
取
り
扱
う
問
題
の
所
在
を
中
心
に
、
そ
の
周
辺
に
あ
る
問
題
も
併
せ
て
整
理
し
、
本
稿
の
目
的
の
位
置
を
確
認
し
て
お
き
た

い
。
第
一
に
、
ム
ト
ス
が
漢
文
訓
読
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
の
関
係
か
ら
で
あ
る
。
ム
ト
ス
は
、
漢
文
訓
読
に
よ
っ
て
初
め
て
行
わ
れ

た
語
法
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
古
来
の
語
法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
和
文
よ
り
も
訓
読
系
の
文
体
中
で
積
極
的
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
な

ど
か
ら
も
、
漢
文
訓
読
と
よ
り
密
接
な
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
良
い
。
訓
読
に
際
し
ム
や
ム
ト
ス
の
訓
（
補
読
を
含

（3）

む
）
の
対
象
と
な
っ
た
漢
字
は
、
点
本
資
料
で
は
「
欲
・
将
・
為
・
擬
・
将
欲
・
将
擬
・
且
・
垂
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
漢
字
と
の
関
係
で

考
え
る
な
ら
ば
、
和
化
漢
文
に
お
け
る
漢
字
と
の
関
係
も
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
和
化
漢
文
で
も
ム
ト
ス
と
密
接
な
関
係
を
持

つ
の
は
「
欲
・
将
・
為
」
の
三
字
程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
三
字
と
そ
れ
ぞ
れ
の
訓
読
と
の
関
係
を
視
野
に
一
い
れ
て
、
ム
ト
ス
の
性
格

を
考
察
し
ょ
う
と
思
う
。
そ
の
こ
と
の
意
義
を
漢
字
の
訓
や
意
味
・
用
法
を
概
観
す
る
こ
と
で
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
ム
・

ム
ト
ス
が
（
意
志
）
と
そ
の
他
推
量
な
ど
の
意
味
を
有
す
る
の
に
応
じ
て
、
「
欲
・
将
」
も
同
時
に
両
意
味
分
野
を
担
っ
て
い
た
が
、
本
義
的

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
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に
は
、
「
欲
」
は
願
望
の
動
詞
で
あ
り
、
「
将
」
は
事
柄
が
こ
れ
か
ら
実
現
す
る
こ
と
を
表
す
将
然
の
義
を
持
つ
状
態
副
詞
や
陳
述
副
詞
と
し

て
の
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
本
義
的
な
字
義
の
差
が
根
本
的
な
部
分
で
は
な
お
あ
る
程
度
意
識
さ
れ
て
、
和
化
漢
文
に
お
い

（4）

て
は
「
欲
」
は
（
意
志
）
に
「
将
」
は
（
意
志
以
外
）
に
偏
っ
た
使
用
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
以
前
指
摘
し
た
。
更
に
、
『
観
智
院
本
類
緊
名
義

（5）

抄
』
　
に
も
「
欲
・
将
」
　
に
は
ム
ト
ス
の
訓
が
掲
載
さ
れ
る
が
、
「
為
」
字
に
助
動
詞
ム
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
訓
は
な
く
、
前
者
と
は
ム
ト
ス

と
の
関
連
の
仕
方
や
程
度
に
差
異
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
推
測
す
る
に
、
「
欲
・
将
」
は
国
語
助
動
詞
ム
と
の
結
び
付

き
を
強
く
持
ち
（
ス
は
実
質
的
な
意
味
を
持
た
な
い
形
式
用
言
）
、
「
為
」
は
動
詞
ス
と
の
結
び
付
き
を
強
く
持
っ
て
、
ム
ト
ス
の
訓
が
与
え
ら
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
少
な
く
と
も
和
漢
混
清
文
に
於
い
て
は
、
外
形
上
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
殊
に
漢
字
が
背
景

に
あ
る
場
合
は
、
ム
ト
ス
の
総
て
を
同
列
に
扱
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
ケ
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
将
」
字
に
は
再
読
字
が
成
立
し
た
平
安
後
期

以
後
「
マ
サ
ニ
～
ム
ト
ス
」
　
の
訓
読
が
定
着
し
、
そ
の
事
は
和
漢
混
清
文
の
語
法
に
も
何
ら
か
の
影
響
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
副
詞
と

の
呼
応
に
つ
い
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
二
に
、
前
述
の
問
題
と
も
関
わ
る
が
、
和
漢
混
清
文
1
就
中
本
稿
で
対
象
と
す
る
　
『
今
昔
』
　
の
よ
う
な
漢
字
仮
名
交
り
文
－
に
於
い
て

表
記
上
「
ム
ト
ス
」
と
「
ム
ト
為
」
と
の
相
違
の
あ
る
も
の
を
、
全
く
同
一
に
捉
え
て
よ
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
助
動
詞
が
仮
名
表
記
さ

れ
る
と
い
う
傾
向
を
基
本
的
な
表
記
姿
勢
と
し
て
認
め
て
長
け
れ
ば
、
漢
字
「
為
」
を
交
え
た
表
記
の
意
味
は
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ム
ト
ス
が
、
ム
や
ム
ズ
な
ど
と
全
く
同
様
に
、
一
語
相
当
の
資
格
で
助
動
詞
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
同
一
の
語
の
一
部
分
が

異
な
る
表
記
で
あ
る
こ
と
は
少
々
異
様
に
感
ぜ
ら
れ
る
。
更
に
、
ム
ト
ス
と
ム
ト
為
と
の
間
に
意
味
・
用
法
上
の
相
違
が
全
く
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
表
記
上
の
労
力
・
負
担
の
大
き
い
多
画
数
の
漢
字
「
為
」
が
殊
更
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
、
一
般
的
な
書
記
の
経
済
性
に
反
す
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
以
上
の
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
「
ム
ト
ス
」
と
「
ム
ト
為
」
と
の
表
記
の
違
い
は
、
語
に
対
す
る
有
意
的
な
区
別
意
識
の
反

映
、
或
は
結
果
的
に
表
記
の
違
い
と
し
て
現
れ
る
必
然
的
な
事
情
な
ど
を
背
景
に
し
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
う
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
以
上
の
問
題
を
考
察
す
る
の
に
、
『
今
昔
』
を
検
討
対
象
と
す
る
こ
と
の
意
義
と
理
由
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。
ま
ず
、
助
動
詞



ム
の
意
味
・
用
法
が
縮
小
す
る
傾
向
に
あ
。
、
同
時
に
ム
ズ
が
勢
力
を
伸
張
す
る
時
期
に
あ
っ
た
時
代
の
言
語
を
反
映
す
る
資
料
で
あ
る
こ

と
で
あ
る
。
次
に
、
文
体
上
の
位
相
差
や
文
の
種
類
（
会
話
文
・
思
惟
文
・
地
の
文
）
に
よ
る
異
同
を
「
文
献
の
中
で
確
認
し
得
る
こ
と
。
ま

た
、
表
記
形
態
が
漢
字
仮
名
交
。
で
あ
り
、
且
つ
宣
命
書
き
の
明
確
な
部
分
を
中
心
に
、
自
立
語
は
漢
字
・
付
属
語
は
仮
名
と
い
う
区
別
を

基
本
的
な
姿
勢
と
し
て
認
め
得
る
資
料
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
本
稿
の
調
査
に
は
「
東
京
大
学
国
語
研
究
室
資
料
叢
書
」

の
『
今
昔
物
語
集
』
（
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）
を
底
本
と
し
て
用
い
、
未
刊
行
と
欠
損
の
部
分
に
つ
い
て
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
で
こ
れ
を
補

っ
た
。
資
料
の
性
格
の
統
二
任
と
、
加
筆
等
を
は
じ
め
と
す
る
表
記
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
な
ど
が
主
な
理
由
で
あ
る
。
ま
た
、
異
本
と

の
校
合
に
は
「
日
本
古
典
文
学
大
系
」
と
「
日
本
古
典
文
学
全
集
」
を
主
に
用
い
た
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
詳
細
な
見
直
し
・
確
認
を
行

っ
て
い
な
い
の
で
、
用
例
数
の
厳
密
さ
に
は
不
安
を
覚
え
る
が
、
数
の
増
減
が
あ
っ
て
も
論
旨
に
敵
麿
を
き
た
す
程
で
は
な
い
と
考
え
る
。

一
、
「
ム
為
」
表
記
に
つ
い
て

『
今
昔
』
の
ム
ズ
・
ム
ト
ス
を
検
索
し
て
い
く
と
、
そ
れ
に
関
わ
っ
て
次
の
よ
う
な
特
異
な
表
記
に
よ
る
語
が
僅
か
な
が
ら
見
出
せ
る
。
即

ち
、
動
詞
に
下
接
し
た
「
ム
為
」
の
表
記
例
で
あ
る
。

①
王
童
子
二
宣
バ
ク
「
此
ノ
仏
ヲ
安
置
シ
奉
ラ
ム
為
二
速
二
伽
藍
ヲ
可
建
シ
」
ト
＝
一
望

②
我
ガ
妻
ニ
テ
有
シ
人
ノ
気
ハ
ヒ
ニ
聞
キ
成
シ
ツ
我
ヲ
尋
ネ
ン
為
二
此
ク
行
フ
也
ケ
リ
ト
思
ヒ
哀
レ
ニ
悲
シ
キ
事
充
限
＝
九
1
〕

③
而
ル
間
天
皇
諸
司
二
勅
テ
猟
二
遊
ハ
ム
為
二
伊
勢
ノ
国
二
行
幸
有
ラ
ム
ト
シ
テ
〔
二
〇
竺

④
間
テ
云
ク
「
此
ハ
誰
人
ノ
来
テ
遊
ヒ
給
フ
ソ
」
ト
答
テ
云
ク
「
月
ヲ
見
ム
為
二
来
レ
ル
也
亦
汝
ハ
何
ナ
ル
尼
ソ
」
ト
〔
二
四
2
7
〕

⑤
彼
ノ
市
ニ
シ
テ
買
ハ
勾
顆
［
日
日
∪
聞
テ
「
此
レ
盗
メ
ル
絹
地
ケ
リ
」
ト
云
〔
一
七
竺

⑥
僧
二
云
ク
「
不
心
得
ナ
思
不
給
ソ
此
ハ
糸
楽
キ
世
界
也
思
フ
事
モ
充
テ
豊
ニ
テ
有
七
奉
ム
為
也
」
ト
云
程
ニ
〔
二
六
8
〕

⑦
講
師
「
何
計
ノ
寺
ナ
レ
ハ
我
レ
ニ
対
テ
論
義
ヲ
セ
ム
為
ナ
ラ
ム
」
ト
疑
ヒ
思
テ
見
返
タ
ル
1
＝
＝
2
〕

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
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型現表の剃ガム「 01～1 02～11 13～22 計合 計総

ス～こ為ガム～

文の地 58 201 82 512

783文惟思 Cu 01 0 61

文話会 07 87 8 651

也為ガム～＼ノレIノス～

文の地 3 4 2 9

81文惟思 0 0 0 0

文話会 5 3 1 9

⑧
「
大
臣
此
レ
ヲ
見
テ
何
ナ
ル
事
ヲ
宣
ハ
ム
ス
ラ
ム
我
力
身
ハ
何
カ
バ
成
ラ
ム
為
ラ
ム
」
ト
二

七

　

3

9

〕

⑨
善
神
…
法
厳
聖
二
語
テ
云
ク
「
昨
日
ノ
聖
人
ノ
言
二
依
テ
早
ク
食
ヲ
持
来
ラ
ム
為
ル
間
二
法

花
守
護
ノ
聖
衆
…
持
者
ヲ
囲
摸
シ
テ
四
方
二
充
満
セ
リ
…
」
二
三
　
3
9
こ

⑩
忍
ヒ
テ
モ
不
云
リ
シ
事
ナ
レ
ハ
自
然
ラ
伝
へ
聞
テ
ケ
ル
ニ
今
過
ム
為
ル
程
二
此
ノ
男
云
ク

〔
二
五
　
1
0
〕

⑪
「
・
午
時
許
こ
ソ
戟
ハ
ン
ト
ス
ル
吉
ク
々
物
ナ
ド
食
テ
此
巌
ノ
上
二
立
ン
此
ヨ
リ
上
ラ
ン
為

ル
」
ト
〔
二
六
　
9
〕

（6）

『
今
昔
』
　
に
お
け
る
「
為
」
字
の
使
用
状
況
と
意
味
・
用
法
か
ら
考
え
て
、
右
例
の
「
為
」
は
い

ず
れ
も
「
タ
メ
」
か
「
ス
（
ル
）
」
か
に
訓
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
ム
為
」
は
ム

タ
メ
か
ム
ズ
　
（
ル
）
　
の
漢
字
表
記
と
考
え
ら
れ
る
。
或
は
ま
た
、
意
味
・
用
法
上
、
「
ト
」
　
の
文
字

は
な
い
が
、
ム
ト
ス
の
漢
字
表
記
で
あ
る
可
能
性
も
捨
て
き
れ
ず
、
少
な
く
と
も
ム
ト
ス
と
の
関

係
が
極
め
て
密
接
な
表
記
形
態
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
「
ム
為
」
　
の
意
味
・
用
法
と
そ
の
訓

み
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
以
下
考
察
を
加
え
る
。

ま
ず
、
①
～
④
は
「
甲
動
詞
＋
ム
為
ニ
～
乙
動
詞
」
　
の
構
文
を
と
っ
て
い
る
。
甲
動
詞
と
乙
動

詞
と
の
動
作
主
体
は
同
一
人
物
で
あ
り
、
「
ム
為
」
を
含
む
甲
部
分
は
乙
動
詞
の
動
作
の
目
的
と
し

て
の
（
意
志
）
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
④
の
場
合
、
「
月
ヲ
見
ム
為
ニ
」
　
（
甲
部
分
）
は
「
来
レ
ル
」

（
乙
動
詞
の
動
作
）
目
的
と
し
て
「
月
を
見
よ
う
」
と
い
う
（
意
志
）
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
構
文

は
　
『
今
昔
』
　
の
ム
ガ
為
に
特
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
表
現
型
と
同
じ
で
あ
る
。
ム
ガ
為
に
よ
る
表
現



は
、
「
甲
動
詞
＋
ム
ガ
為
こ
～
乙
動
詞
」
（
～
ム
ガ
為
ニ
～
ス
）
か
「
乙
動
詞
～
甲
動
詞
十
ム
ガ
為
也
」
（
～
ス
ル
（
ハ
）
～
ム
ガ
為
也
）
か
の
型
で

出
現
し
、
「
甲
動
詞
ム
」
部
分
が
乙
動
詞
の
動
作
の
目
的
と
し
て
の
（
意
志
）
を
示
す
用
法
で
あ
る
。
し
か
も
、
前
頁
の
表
に
看
取
で
き
る
よ

う
に
、
「
甲
動
詞
＋
ム
ガ
為
ニ
～
乙
動
詞
」
型
が
9
5
％
を
占
め
る
。
し
か
し
、
ム
ズ
に
は
「
動
詞
十
ム
ズ
ル
ニ
～
動
詞
」
の
表
現
型
が
な
く
、

意
味
・
用
法
上
も
構
文
上
も
前
述
と
同
じ
も
の
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
①
～
④
の
「
ム
為
」
は
、
ム
ガ
為
と

同
じ
意
味
・
用
法
の
ム
タ
メ
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
ム
ズ
の
漢
字
表
記
と
は
考
え
難
い
。
そ
の
こ
と
は
次
例
の
よ
う
な
諸
本
と
の
異
同
関
係

か
ら
も
確
認
で
き
る
。

⑫
答
テ
云
ク
「
我
レ
昔
シ

兄
ト
共
商
ナ
ヒ
セ
ム
為
二
所
々

ニ
行
テ
銀
四
十
斤
ヲ
商
ヒ
得
タ
リ
キ
（
略
）
」
〔
一
九
”
巴

＊
商
ナ
ヒ
セ
ム
ガ
為
ニ
〔
古
本
系
〕
・
商
ヒ
セ
ム
ト
為
こ
　
〔
流
布
本
系
〕
　
（
大
系
注
）

（7）

こ
の
例
は
、
「
～
ム
タ
メ
こ
」
「
～
ム
ガ
タ
メ
ニ
」
「
～
ム
ト
ス
ル
ニ
」
の
い
ず
れ
で
も
文
脈
に
差
異
は
な
く
、
三
者
が
意
味
・
用
法
上
相
通
ず

る
も
の
で
あ
り
、
且
つ
表
記
上
も
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
諸
本
間
の
異
同
に
よ
っ
て
確
認
し
得
る
典
型
例
で
あ
る
。

そ
の
他
の
例
も
同
様
に
「
ム
為
」
が
ム
ズ
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
支
持
す
る
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
こ
れ
ら
も
ム
タ
メ
か
ム
ト
ス
が
擬

せ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
⑨
⑩
⑪
は
仮
名
「
ル
」
を
伴
っ
た
「
ム
為
ル
」
表
記
な
の
で
、
ム
タ
メ
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
場
合
で
も
ム
ズ
よ
り
も
ム
ト
ス
と
の
関
係
の
方
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ム
ズ
と
も
見
倣
し
得
る
六
例
（
⑥

～
⑫
）
は
、
仮
名
表
記
の
ム
ズ
約
二
〇
〇
例
に
対
し
て
余
り
に
も
特
殊
な
少
数
例
で
あ
り
、
書
記
の
経
済
性
を
考
え
て
も
同
一
語
の
異
表
記
と

は
見
難
く
、
少
な
く
と
も
ム
ズ
を
背
景
と
し
た
漢
字
「
為
」
使
用
と
は
考
え
難
い
。
し
か
も
、
意
味
・
用
法
上
も
ム
ズ
よ
り
ム
ト
ス
に
近
い

も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ム
ト
為
が
意
図
さ
れ
な
が
ら
、
「
ト
」
の
脱
落
な
ど
に
よ
り
、
結
果
的
に
「
ム
為
」
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
ム
ズ
と
ム
ト
ス
と
が
全
く
同
じ
意
味
・
用
法
で
あ
る
と
見
れ
ば
問
題
に
な
ら
な
い
が
、
両
者
間
に
相
違
を
認
め
る
立
場
か
ら
は
、

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

（
意
志
に
基
づ
く
動
作
）
を
客
観
的
に
描
写
す
る
の
に
用
い
る
と
い
う
ム
ト
ス
の
原
義
が
活
き
た
用
法
で
漢
字
「
為
」
が
用
い
ら
れ
た
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
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二
三
二

以
上
の
よ
う
に
、
「
ム
為
」
が
ム
ズ
で
あ
る
と
見
る
べ
き
積
極
的
な
要
素
は
な
く
、
寧
ろ
ム
ガ
為
や
ム
ト
為
と
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
る
。
或
は
ま
た
、
漢
字
「
為
」
の
使
用
は
無
秩
序
に
現
れ
る
訳
で
は
な
く
、
そ
れ
に
至
る
必
然
的
背
景
な
り
意
図
的
な
区
別
意
識

な
り
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
「
ム
為
」
表
記
を
通
し
て
、
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
が
非
常
に
密

接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
と
、
漢
字
「
為
」
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
と
の
方
が
留
意
さ
れ
る
べ
き
点
と
し
て
確
認
さ
れ
た
と
言
っ
て
良
い
。

そ
こ
で
、
次
に
こ
の
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
考
察
を
加
え
た
い
と
思
う
。

二
、
「
ム
ガ
為
」
と
　
「
ム
ト
為
」

ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
が
い
か
に
緊
密
な
関
係
に
あ
る
か
は
、
先
の
⑫
で
見
た
よ
う
に
、
諸
本
と
の
異
同
関
係
か
ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

O
「
…
若
シ
教
へ
ン
ト
為
二
来
ル
カ
然
ラ
バ
来
テ
可
教
シ
我
力
心
二
叶
バ
ー
用
ヰ
ン
不
叶
ス
バ
肝
檜
二
作
リ
テ
ン
ト
ス
」
二
〇
　
芭

＊
教
へ
ン
カ
為
こ
　
〔
鈴
鹿
本
〕

○
山
城
ノ
固
相
楽
ノ
郡
二
一
ノ
人
有
ケ
リ
願
ヲ
発
父
母
ノ
恩
ヲ
報
セ
ン
ト
為
二
法
華
経
ヲ
写
シ
奉
レ
リ
〔
二
一
2
6
〕

＊
報
セ
ム
カ
為
ニ
〔
鈴
鹿
本
〕
・
底
本
で
は
「
ト
」
　
の
傍
ら
に
「
カ
カ
」
と
加
筆

○
此
ノ
夢
ノ
聞
キ
継
テ
世
ノ
入
京
ヨ
リ
モ
田
舎
ヨ
リ
モ
此
ノ
人
二
結
線
セ
ム
ト
為
メ
ニ
尋
ネ
テ
来
ル
人
ノ
員
多
シ
　
二
七
　
3
9
〕

＊
結
線
セ
ム
カ
為
メ
ニ
〔
鈴
鹿
本
〕

O
「
…
国
王
亦
衣
服
ヲ
脱
テ
送
り
遣
ス
其
ノ
夫
亦
法
ヲ
聞
ム
ト
為
ス
こ
仏
ノ
御
許
÷
詣
タ
リ
（
略
）
」
〔
二
　
曇

＊
聞
ム
カ
為
ニ
〔
鈴
鹿
本
〕
・
底
本
で
は
「
ト
」
　
に
「
カ
」
を
重
ね
書
き
「
ス
」
　
の
傍
ら
に
「
メ
カ
」
と
加
筆

右
例
は
い
ず
れ
も
鈴
鹿
本
で
ム
ガ
為
と
な
る
例
で
あ
る
が
、
ム
ト
為
で
も
意
味
上
の
差
異
は
な
く
、
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
の
語
の
違
い
が
文

脈
に
影
響
を
与
え
な
い
。
し
か
し
、
異
本
と
の
異
同
は
確
認
で
き
な
い
が
、
語
法
上
破
格
的
表
現
に
な
る
次
の
よ
う
な
一
例
も
あ
る
。

○
良
藤
「
我
力
有
ル
所
へ
去
来
」
ト
云
フ
二
女
見
苦
シ
キ
事
ト
云
テ
引
キ
離
レ
ム
カ
為
レ
ハ
良
藤
「
然
ハ
何
コ
こ
有
ル
ソ
我
レ
具
シ
テ
行



カ
ン
」
ト
云
ヘ
ハ
女
只
「
彼
コ
ニ
」
ト
テ
〔
〓
ハ
　
望

こ
れ
ら
は
無
意
味
な
単
な
る
誤
写
と
い
う
レ
ベ
ル
で
捉
え
片
付
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
或
は
推
敲
過
程
で
の
混
清
と
も
解
釈
で
き

る
が
、
だ
と
す
れ
ば
斯
か
る
推
敲
の
意
味
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
経
緯
が
推
測
で
き
る
。

訓
読
と
い
う
解
釈
・
理
解
行
為
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
漢
字
「
為
」
が
そ
の
意
味
と
し
て
、
動
作
の
目
的
を
表
す
と
解
釈
さ
れ
れ
ば
タ

メ
に
、
動
作
を
具
体
的
・
抽
象
的
に
表
す
と
解
釈
さ
れ
れ
ば
動
詞
ス
に
訓
読
す
べ
き
も
の
と
、
ま
ず
逐
語
訳
の
段
階
で
は
本
義
的
差
異
が
区

別
し
て
理
解
さ
れ
る
。
そ
れ
が
文
脈
に
応
じ
て
、
（
動
作
の
目
的
と
し
て
の
意
志
）
（
目
的
が
動
作
性
動
詞
で
示
さ
れ
る
時
そ
の
動
作
は
そ
も
そ
も

動
作
主
体
の
（
意
志
）
を
伴
う
）
や
（
意
志
に
基
づ
く
動
作
）
を
表
す
と
解
釈
さ
れ
る
段
階
に
至
れ
ば
、
そ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
日
本
語
と
し
て

よ
り
正
確
に
表
現
す
る
為
に
国
語
助
動
詞
ム
が
添
え
ら
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
ム
（
ガ
）
タ
メ
や
ム
ト
ス
と
訓
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
そ
れ

は
そ
れ
ぞ
れ
和
文
の
「
む
（
が
）
た
め
」
や
「
む
と
す
」
と
語
形
も
語
法
も
基
本
的
部
分
で
は
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
和
漢
混
清
文
（
表
現

行
為
の
場
）
で
も
、
「
～
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
～
す
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
場
合
に
は
、
ム
（
ガ
）
タ
メ
ニ
・
ム
ト
ス
ル
こ
　
（
或
は
ム
ト
シ

テ
の
可
能
性
も
）
の
い
ず
れ
で
も
表
現
可
能
で
、
意
味
・
用
法
に
大
差
が
な
く
な
っ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
〝
目
的
と
な
る
行
為
″

が
〝
意
志
に
基
づ
く
動
作
〟
と
し
て
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
依
る
。
そ
う
な
る
と
、
訓
読
（
理
解
行
為
）
に
際
し
て
、
斯
か
る
意
味
に
用
い
ら
れ

る
漢
字
「
為
」
は
、
ム
（
ガ
）
タ
メ
・
ム
ト
ス
の
ど
ち
ら
で
も
訓
読
可
能
で
あ
り
、
和
漢
混
清
文
で
の
表
現
行
為
に
お
い
て
も
両
者
に
依
る
表

現
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
文
中
に
あ
っ
て
（
文
が
続
く
場
合
）
は
、
両
者
共
に
助
詞
「
ニ
」
を
取
る
形
（
タ
メ
ニ
・
ス
ル

ニ
）
で
あ
っ
た
こ
と
の
影
響
も
大
き
い
。
こ
う
い
う
事
情
を
背
景
と
し
て
、
推
敲
が
あ
り
得
、
混
清
も
生
じ
得
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
し

て
、
漢
文
の
出
典
を
持
つ
よ
う
な
和
漢
混
清
文
の
場
合
、
殊
に
漢
字
「
為
」
を
介
す
る
表
記
で
は
、
混
清
も
生
じ
易
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
因
に
、

（8）

漢
文
の
「
為
」
字
が
返
読
字
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係
も
、
こ
れ
ら
の
背
景
と
し
て
注
視
す
べ
き
こ
と
の
よ
う
に
思
う
。
漢
文
に
お
け
る
意
味
・
用
法
や
、

出
典
文
献
と
の
関
係
に
も
考
察
を
及
ぼ
す
必
要
が
あ
る
が
、
未
だ
述
べ
る
用
意
が
な
い
）
。
即
ち
、
こ
こ
に
『
今
昔
』
に
お
け
る
現
象
の
意
味
、
ム
ガ

為
と
ム
ト
為
と
の
関
係
の
緊
密
さ
を
認
め
得
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
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三
四

更
に
、
諸
本
と
の
異
同
か
ら
ば
か
り
で
な
く
、
次
の
如
き
例
か
ら
も
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
の
緊
密
な
関
係
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

◇
食
ヲ
儲
テ
此
等
二
億
ヘ
ム
ト
為
ル
ニ
家
ノ
人
市
二
行
テ
一
ノ
羊
ヲ
買
ヒ
取
テ
持
来
レ
リ
〔
九
　
用
こ

e
大
ナ
ル
寺
ヲ
其
ノ
所
二
造
ル
弘
済
相
ヒ
共
二
此
ヲ
営
テ
仏
ノ
像
ヲ
造
ラ
ム
ト
為
ル
ニ
金
ヲ
買
ム
カ
為
二
弘
済
二
多
ノ
財
ヲ
持
セ
テ
京
二

上
テ
二
九
　
3
0
〕

e
国
内
ノ
人
此
ノ
事
ヲ
聞
テ
亦
芙
キ
悲
テ
王
ノ
恩
ヲ
報
セ
ム
ト
為
二
多
ノ
財
ヲ
出
集
テ
広
元
遮
ノ
大
会
ヲ
儲
ク
〔
一
2
3
こ

◇
夢
二
仏
来
り
給
テ
釈
妙
二
告
テ
宣
バ
ク
「
我
レ
ハ
此
レ
汝
ヲ
引
摂
セ
ム
ト
為
二
常
二
来
テ
守
護
ス
」
ト
宣
フ
ト
見
ケ
リ
二
五
　
竺

◇
朗
等
尚
奇
異
ト
思
テ
此
ノ
事
ヲ
疾
ク
主
二
間
セ
ム
ト
為
二
走
ル
カ
如
ク
ニ
シ
テ
返
り
下
ヌ
　
〔
一
六
　
5
〕

◎
此
テ
屠
タ
ル
家
ノ
後
二
堂
ヲ
起
テ
～
此
ノ
娘
助
ケ
給
ハ
ム
ト
為
二
観
音
ヲ
安
置
シ
奉
ル
　
〔
〓
ハ
　
7
〕

◇
「
我
レ
ヲ
ハ
殺
サ
ム
ト
為
二
此
ノ
嶋
二
放
ツ
ル
也
ケ
リ
」
ト
思
テ
只
独
り
不
知
ス
嶋
二
有
り
　
〔
〓
ハ
　
2
5
〕

右
例
は
「
～
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
～
す
る
」
の
意
で
、
「
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
こ
～
乙
動
詞
」
型
の
構
文
で
用
い
ら
れ
た
ム
ト
為
表
記
の
例
で

あ
る
。
ム
ガ
為
が
用
い
ら
れ
た
場
合
と
全
く
同
意
に
解
釈
で
き
、
用
法
上
も
違
い
が
な
い
。
右
以
外
に
も
一
五
例
の
類
似
例
が
確
認
で
き
る

が
、
一
般
に
漢
文
訓
読
の
影
響
・
色
彩
が
濃
い
と
言
わ
れ
る
部
分
に
多
く
見
出
せ
る
。
そ
の
所
在
を
、
巻
数
と
説
話
番
号
で
、
次
に
示
す
。

〔

二

　

1

3

1

6

3

1

〕

〔

三

　

2

3

〕

〔

六

　

6

〕

〔

七

　

1

8

〕

〔

九

　

1

0

1

8

〕

〔

一

〇

　

1

5

〕

〔

一

二

　

2

6

3

3

〕

〔

一

三

　

2

2

〕

〔

一

五

　

2

〕

二

九

　

3

〕

〔
二
七
　
2
4
〕
こ
れ
ら
は
、
◇
e
の
如
く
「
ル
」
の
送
ら
れ
る
例
が
二
二
例
中
の
一
四
例
を
占
め
る
事
か
ら
、
「
ム
ト
ス
ル
ニ
」
と
訓
ま
れ
た

（9）

と
思
わ
れ
る
が
、
仮
名
表
記
の
ム
ト
ス
（
ム
ト
ス
ル
ニ
）
に
は
斯
か
る
用
法
の
類
例
が
全
く
無
い
。
「
ム
ト
為
」
が
漢
字
「
為
」
を
有
す
る
こ

と
（
「
為
」
の
字
義
と
、
和
語
と
の
結
び
付
き
や
訓
読
の
上
で
タ
メ
で
も
動
詞
ス
で
も
あ
っ
た
こ
と
）
に
よ
る
特
徴
的
な
用
法
と
捉
え
ら
れ
る
。
即
ち
、

こ
の
点
に
お
い
て
、
「
ム
ト
為
」
と
「
ム
ト
ス
」
と
の
表
記
の
相
違
は
、
意
味
・
用
法
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
、
漢
字

「
為
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
必
然
的
背
景
や
有
意
的
区
別
の
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ム
ト
為
が
ム
ガ
為
と
通
ず
る
の
で
あ
れ
ば
、
ム
ガ
為
の
も
う
一
つ
の
表
現
型
「
～
ス
ル
（
ハ
）
～
ム
ガ
為
也
」
と
同
じ
用
法
で
も
現
れ
る
こ



（10）

と
が
期
待
さ
れ
る
。
事
実
、
次
の
如
き
例
が
指
摘
で
き
る
が
、
今
回
の
調
査
で
は
一
例
し
か
得
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
ム
ガ
為
に
お
い

て
も
、
こ
の
型
は
全
体
の
4
％
に
し
か
過
ぎ
な
い
こ
と
先
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
両
者
の
関
係
の
緊
密
さ
を
示
す
一
つ
の
傍
証
に
は
な

V鼎爪

り
得
る
（
寧
ろ
『
今
昔
』
の
文
体
上
の
特
徴
を
示
す
一
事
象
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
）
。

○
如
此
ク
構
フ
ル
様
ハ
汝
ハ
盗
ヤ
為
タ
リ
シ
ト
間
ハ
ム
ト
為
ル
也
〔
五
　
3
〕

「
乙
動
詞
～
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
」
の
表
現
型
を
と
っ
て
、
「
～
す
る
の
は
～
し
よ
う
と
す
る
目
的
か
ら
で
あ
る
」
の
意
を
表
し
て
お
り
、
ム
ガ

為
と
置
き
換
え
て
も
意
味
・
用
法
は
全
く
変
わ
ら
な
い
。
他
方
、
外
形
上
は
同
じ
表
現
型
を
と
り
、
内
容
上
も
甲
部
分
が
乙
動
詞
の
行
為
の

目
的
（
或
は
理
由
）
を
示
す
が
、
ム
ガ
為
に
置
き
換
え
る
と
語
法
上
は
文
を
成
さ
な
く
な
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
乙
部
分
が
主
格
・
甲
部
分

が
述
格
と
な
る
「
～
乙
ス
ル
（
ハ
）
～
甲
ム
ガ
為
也
・
ム
ト
為
也
」
の
表
現
に
対
し
て
、
次
の
例
の
よ
う
に
乙
と
甲
と
が
主
述
の
関
係
に
な
ら

な
い
こ
と
に
依
る
。

④
魚
島
ヲ
儲
ケ
l
叫
対
剃
二
野
山
二
出
テ
ゝ
烏
ヲ
伺
ヒ
江
海
二
臨
テ
魚
ヲ
捕
ム
ト
為
ル
三
ノ
大
ナ
ル
池
有
り
〔
一
六
　
警

①
女
子
大
路
二
有
ル
井
二
行
テ
水
ヲ
汲
ム
ト
為
ル

ニ
此
ノ
宿
タ
ル
但
馬
国
ノ
者
モ
足
ヲ
洗
バ
ン
カ
為
÷
英
ノ
井
二
行
ヌ
〔
二
六
　
1
〕

し
か
し
、
⑥
の
例
に
象
徴
的
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
場
合
も
内
容
的
に
は
ム
ト
為
と
ム
ガ
為
と
が
文
中
に
お
い
て
担
う
意
味
は
全
く

同
じ
で
あ
り
、
両
者
間
の
相
違
は
用
法
上
の
（
主
に
語
序
や
文
の
断
続
と
の
関
係
か
ら
く
る
）
問
題
で
あ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
即
ち
、
「
女
子
」

の
「
井
二
行
」
（
乙
動
詞
部
分
）
行
為
の
目
的
が
「
水
ヲ
汲
ム
ト
為
」
（
甲
動
詞
部
分
）
で
示
さ
れ
、
一
方
「
但
馬
国
ノ
者
」
の
「
井
二
行
」
（
乙

動
詞
部
分
）
行
為
の
目
的
は
「
足
ヲ
洗
バ
ン
カ
為
」

（
甲
動
詞
部
分
）
で
示
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
ム
ト
為
と
ム
ガ
為
と
の
相
違
は
語
序
（
前
者

が
「
乙
動
詞
部
分
～
甲
動
詞
部
分
」
後
者
が
「
甲
動
詞
部
分
～
乙
動
詞
部
分
」
）
と
文
の
断
続
関
係
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な

お
、
文
の
断
続
関
係
を
考
慮
す
る
の
は
、
二
文
で
表
現
す
れ
ば
「
女
子
大
路
二
有
ル
井
二
行
ハ
水
ヲ
汲
ム
ガ
為
（
ム
ト
為
）
也
。
其
ノ
時
二
此

ノ
宿
タ
ル
…
」
で
も
あ
り
得
た
も
の
が
、
一
文
で
表
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
～
乙
シ
テ
～
甲
ム
ト
為
こ
～
」
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か

（12）

ら
で
あ
る
が
、
推
論
と
解
釈
の
重
ね
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
ま
で
に
確
認
で
き
た
の
は
、
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
の
関
係
の
緊
密
さ
と
、
そ
れ
を
通
し
て
、
今
ま
で
指
摘
さ
れ

な
か
っ
た
ム
ト
為
に
極
め
て
特
徴
的
な
意
味
・
用
法
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
視
点
は
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
ム
ト
ス
の
性
質
を
把
握

し
、
表
記
の
異
な
る
「
ム
ト
為
」
と
「
ム
ト
ス
」
と
の
性
質
の
違
い
を
明
確
に
す
る
の
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
次
に

こ
の
視
点
で
「
ム
ト
為
」
と
「
ム
ト
ス
」
と
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

三
、
「
ム
ト
為
」
と
「
ム
ト
ス
」

ム
ガ
為
に
相
通
ず
る
「
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
ニ
～
乙
動
詞
」
型
に
よ
る
表
現
に
つ
い
て
は
、
「
ム
ト
為
」
　
に
は
あ
る
が
、
「
ム
ト
ス
」
に
は
皆

無
で
あ
る
こ
と
も
一
つ
の
特
徴
と
し
て
確
認
で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
行
為
の
目
的
や
理
由
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
、
ム
ガ
為
に
も
あ
る
、

も
う
一
つ
の
表
現
型
「
乙
動
詞
～
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
」
を
通
し
て
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
の
性
質
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

検
討
対
象
と
す
る
用
例
は
、
外
形
上
一
文
中
に
複
数
の
動
詞
が
あ
る
点
は
同
じ
で
も
、
「
此
レ
ヲ
見
テ
亨
ア
嘲
ム
ト
為
テ
［
〓
］
抑
証
人
ソ

ト
問
へ
ハ
上
ノ
如
ク
答
フ
」
〔
四
　
m
巴
の
如
き
動
作
・
状
態
の
並
列
例
、
「
～
し
て
、
次
に
～
し
よ
う
と
す
る
」
の
意
に
な
る
例
な
ど
は
除
き
、

乙
に
対
し
て
甲
部
分
が
目
的
や
理
由
を
表
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
を
見
る
。
具
体
的
に
は
先
に
引
用
し
た
④
⑥
の

如
き
例
で
あ
る
。
次
に
そ
の
用
例
の
所
在
と
若
干
の
具
体
例
を
示
す
。
中
に
は
「
～
し
て
、
次
に
～
し
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
意
の
動
作
の

時
間
的
流
れ
や
手
順
な
ど
に
つ
い
て
表
現
し
た
も
の
と
峻
別
し
難
い
例
も
あ
る
。
し
か
し
、
甲
動
詞
に
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
を
附
す
こ
と
の
意

味
が
、
単
な
る
意
志
に
基
づ
く
動
作
の
描
写
に
与
る
の
で
な
く
、
乙
の
動
作
に
対
し
て
目
的
や
理
由
と
な
る
意
志
を
表
現
す
る
こ
と
に
関
わ

る
と
解
釈
し
得
る
か
否
か
を
基
準
と
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
と
の
区
別
は
あ
る
程
度
可
能
で
あ
る
。

◇
「
乙
動
詞
～
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
」

○

〔

一

3

7

1

0

2

7

芭

〔

二

　

3

1

3

9

こ

〔

三

　

1

8

〕

〔

四

　

1

4

1

7

2

1

2

1

”

巴

〔

五

　

1

3

7

8

9

1

4

1

4

”

巴

〔

六

　

2

1

1

2

6

〕

〔

七

　

4

4

〕

〔

九

　

4

5

8

〕

　

〔

一

〇

　

2

0

2

3

2

8

3

5

〕



○

〔

〓

　

6

6

〕

二

二

　

7

1

6

琵

票

二

一

三

　

1

6

〕

〔

＝

凹

…

燕

〔

一

五

　

芭

≡

ハ

2

8

崇

元

簑

霊

誓

　

〔

∵

七

票

〕

〔
一
九
　
7
竺
〔
二
〇
　
9
2
2
3
3
竺

○
〔
二
三
　
警
〔
二
四
　
曇
〔
二
五
　
1
3
〕
三
六
　
1
5
8
2
〔
二
七
　
1
4
墾
輿
望
〔
二
八
　
霊
〕
〔
二
九
1
票
霊
；
≡

1
4
2
8
〕

㊤
大
ナ
ル
児
ヲ
ハ
此
方
ノ
岸
二
暫
ク
置
テ
小
ヲ
抱
テ
渡
テ
彼
方
ノ
岸
二
置
テ
即
チ
返
渡
テ
大
ナ
ル
児
ヲ
迎
ヘ
ム
ト
為
ル

ニ
児
母
ノ
渡
テ
来

ル
ヲ
見
テ
水
二
趣
キ
入
ル
〔
二
　
黒

＼
．
、
＼
＼
＼
l
ヽ

④
我
レ
同
ク
ハ
夫
人
ヲ
殺
シ
テ
其
肉
ヲ
取
テ
食
シ
テ
我
レ
太
子
二
人
ノ
命
ヲ
継
ム
ト
思
ヒ
テ
銑
ヲ
抜
テ
夫
人
ヲ
殺
サ
ム
ト
為
二
太
子
父
ノ

王
二
云
ク
〔
五
　
7
〕

㊦
子
孫
ヲ
初
メ
ト
シ
テ
家
ノ
従
等
皆
此
ヲ
欺
キ
飲
食
ヲ
勧
メ
病
ヲ
扶
ケ
ム
ト
為
ル

こ
姫
俄
二
起
居
ヌ
〔
一
五
　
芭

①
即
チ
池
二
下
り
鳥
ヲ
捕
ム
ト
為
ル

ニ
此
ノ
男
池
二
沈
テ
不
見
エ
ス
〔
一
六
　
竺

⑧
男
大
刀
ヲ
抜
テ
後
二
入
来
タ
リ
ツ
ル
妻
二
走
り
懸
リ
テ
切
ラ
ム
ト
為
レ

ハ
其
ノ
妻
「
此
ハ
何
カ
ニ
我
レ
ヲ
ハ
此
ハ
為
ル
ソ
」
ト
云
テ
泣

ケ
ハ
　
〔
二
七
　
3
9
〕

◇
「
乙
動
詞
～
甲
動
詞
十
ム
ト
ス
」

○

〔

一

9

1

0

1

1

3

7

〕

一

一

霊

芭

〔

三

　

1

0

崇

＝

四

9

竺

〔

六

6

＝

七

1

u

用

曇

〔

九

堕

輿

望

〔

一

〇

1

1

曇

○
〔
〓
　
2
1
箪
〕
二
九
　
2
4
0
〕
〔
二
〇
　
望

○
〔
二
四
　
9
二
二
六
　
2
〔
二
八
　
3
3
盟
〔
二
九
　
2
8
2
9
望

＼

＼

．

ヽ

＼

．

1

．

ヽ

①
此
ノ
児
数
シ
バ
臥
タ
ル
程
二
忽
二
鬼
神
空
ヨ
リ
↑
リ
来
テ
小
児
ヲ
取
テ
敢
テ
ム
ト
ス
其
ノ
時
二
小
児
南
天
仏
ト
称
ス
〔
一
3
7
〕

○
天
人
自
ラ
宣
ク
「
‥
汝
チ
憂
フ
ル
事
元
ク
シ
テ
支
那
国
ノ
僧
来
テ
汝
二
随
テ
法
ヲ
伝
ヘ
ム
ト
ス
速
二
可
伝
」
ト
宣
テ
〔
六
6
〕

①
父
母
此
ヲ
見
テ
泣
キ
悲
ム
テ
忽
二
医
師
ヲ
請
テ
此
ヲ
間
ム
ト
ス
ル

テ
英
ノ
国
二
止
事
元
キ
医
師
有
り
〔
二
四
　
9
〕

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

①
亀
ノ
頸
ハ
四
五
寸
ト
指
出
ツ
ル
物
ヲ
指
寄
セ
テ
吸
ハ
ム
ト
セ
ム
ニ
ハ
嘗
二
不
被
咋
ヌ
様
ハ
有
ナ
ム
ヤ
〔
二
八
　
黒

ま
ず
、
全
体
の
用
例
の
所
在
か
ら
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
漢
文
の
出
典
を
持
つ
な
ど
し
て
漢
文
訓
読
の
影
響
・
色
彩
が
強
い
と
指
摘
さ
れ

る
巻
に
偏
在
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
ム
ト
ス
表
記
に
お
い
て
は
著
し
い
。
更
に
、
ム
ト
為
表
記
（
七
八
例
）
の
方
が
、
ム
ト
ス

表
記
（
三
五
例
）
よ
り
、
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
も
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
本
朝
部
に
お
い
て
は
、
ム
ト
為
四
六
例
に
対
し
て
ム
ト
ス
一
二

例
で
あ
り
、
そ
の
使
用
割
合
の
差
は
広
が
る
。
こ
こ
で
も
、
斯
か
る
用
法
が
、
漢
字
「
為
」
の
意
味
・
用
法
や
そ
の
訓
読
と
の
関
係
（
或
は
出

典
と
な
っ
た
漢
文
も
か
）
　
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。

次
に
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
の
問
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
的
な
相
違
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ム
ト
為
は
、
④
～
①
に
見
る
よ
う
に
「
～
ム
ト
為

ル
ニ
」
の
形
で
文
中
に
用
い
ら
れ
る
場
合
が
殆
ど
で
、
「
～
ム
ト
為
ル
程
ニ
」
「
～
ム
ト
為
ル
間
（
ニ
）
」
と
合
わ
せ
る
と
全
体
の
約
九
割
を
占

（13）

め
る
。
そ
の
他
⑧
の
如
き
例
も
含
め
て
、
後
件
と
接
続
す
る
形
で
文
中
に
用
い
ら
れ
、
文
末
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
僅
か
七
例
に
過
ぎ
な
い
。

一
方
ム
ト
ス
の
方
は
、
⑤
O
の
よ
う
な
終
止
形
の
文
末
用
法
だ
け
で
約
八
割
に
及
ぶ
。
（
…
⑫
の
よ
う
に
文
中
に
現
れ
る
も
の
は
巻
一
九
以
降

に
限
ら
れ
（
七
例
）
、
し
か
も
巻
一
九
以
降
で
終
止
形
文
末
と
な
る
の
は
〔
二
〇
　
1
7
〕
　
〔
二
九
　
2
8
〕
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
即
ち
、
ム
ト
為

は
文
中
用
法
、
ム
ト
ス
は
文
末
用
法
と
い
う
特
徴
的
な
相
違
が
確
認
で
き
る
。
例
え
ば
①
の
「
～
ム
ト
ス
。
其
ノ
時
ニ
～
」
は
ム
ト
為
表
記

の
「
～
ム
ト
為
ル
こ
～
」
な
ど
と
意
味
上
全
く
同
じ
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
「
～
ム
ト
為
。
其
ノ
時
ニ
～
」
が
無
く
「
～
ム
ト
ス
ル
ニ
～
」
も

殆
ど
無
い
。
こ
の
こ
一
と
か
ら
、
文
の
断
続
関
係
（
文
中
か
文
末
か
）
に
よ
っ
て
、
そ
の
表
記
が
区
別
さ
れ
て
い
た
か
、
結
果
的
に
そ
う
な
る
必

然
的
な
事
情
が
あ
っ
た
と
見
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
斯
か
る
用
法
に
お
け
る
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
は
、
性
質
の
総
て
を
同
じ
く

す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
調
査
の
裏
付
け
の
無
い
憶
測
に
な
る
が
、
ム
ト
為
が
文
中
で
主
に
出
現
す
る
の
は
、

漢
文
の
漢
字
「
為
」
の
訓
読
・
解
釈
と
い
う
行
為
が
起
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
漢
文
を
訓
読
す
る
上
で
、
文
の
断
続
は
解

釈
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
漢
文
の
「
為
」
字
は
返
読
字
で
あ
る
か
ら
形
式
的
表
記
（
字
面
）
上
は
文
末
に
現
れ
な
い
こ
と
と
関
係
が
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。



四
、
「
ム
ガ
為
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ト
ス
」

こ
こ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
ム
ト
為
と
ム
ガ
為
と
が
極
め
て
緊
密
な
関
係
に
あ
る
こ
と
、
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
は
区
別
し
て
そ
の
性
質
が
論

ぜ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
か
と
思
う
。
そ
こ
で
、
改
め
て
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
の
性
質
を
考
え
る
た
め
に
、
『
今
昔
』
全
体
の

使
用
状
況
を
、
ム
ガ
為
と
助
動
詞
ム
・
ム
ズ
と
も
比
較
し
な
が
ら
見
て
み
た
い
。
所
謂
推
量
の
助
動
詞
が
非
常
に
多
岐
に
亙
る
意
味
・
用
法

を
持
つ
中
で
、
（
意
志
）
の
意
味
・
用
法
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
に
分
け
て
見
る
こ
と
は
、
殊
に
本
稿
で
問
題
と
す
る
事

（14）

を
考
え
る
場
合
、
有
効
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
『
今
昔
』
の
各
巻
に
お
け
る
使
用
状
況
を
、
文
の
種
類
毎
に
整
理
し
た
の
が
表
I
で
あ
る
。

（15）

表
I
に
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
ム
ガ
為
は
総
て
意
志
表
現
に
、
ム
ト
為
も
専
ら
意
志
表
現
に
、
ム
ズ
と
ム
ト
ス
は
寧
ろ
意
志
以
外
の
表
現
に

用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
と
見
得
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
「
為
」
字
が
「
た
め
」
と
訓
ま
れ
用
言
を
承
け
て
動
作
の
目
的
を
示
す
用
法
を
見
る
と
、
動
詞
連
体
形
を
直
接
承
け
た
確
例
は
僅
か

三
例
し
か
な
い
。

○
国
王
有
リ
キ
賊
ヲ
要
ス

ル
カ
為
二
元
道
ニ

一
ノ
人
ヲ
蜜
二
語
テ
云
ク
〔
二
　
3
〕

○
然
レ
ハ
八
幡
ノ
寺
ノ
仏
法
ヲ
守
り
給
フ
カ
為
二
不
焼
給
ヌ
也
ケ
リ
ト
見
ユ
タ
リ
二
二
　
2
0
〕

O
「
・
世
二
有
ル
人
父
母
二
孝
養
ス
ル
カ
為
ニ

寺
ヲ
造
り
塔
ヲ
起
テ
仏
ヲ
造
り
経
ヲ
寓
シ
僧
ヲ
供
養
ス
（
略
）
」
〔
二
〇
　
芭

そ
の
他
「
知
ル
所
ノ
有
ケ
ル
ニ
尋
力
為
ニ

行
ク
道
二
唐
門
屋
ノ
家
有
り
」
〔
一
七
　
曇
も
一
例
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
意
味
・
用
法
の
仮
名
表

記
「
タ
メ
」
は
、
今
回
の
調
査
で
は
、
一
例
も
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
斯
か
る
意
味
・
用
法
の
「
為
」
が
動
詞
に
下
接
す
る
時
は
、

四
〇
〇
例
余
り
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
助
動
詞
「
ム
」
を
介
し
た
漢
字
表
記
「
～
ム
ガ
為
」
の
形
に
な
る
の
が
一
般
的
な
姿
で
あ
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
る
。
表
I
に
見
る
よ
う
に
、
ム
ガ
為
の
「
ム
」
が
総
て
〈
意
志
〉
の
助
動
詞
で
あ
る
の
は
二
為
」
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
示

さ
れ
る
目
的
表
現
と
は
そ
も
そ
も
そ
の
主
体
の
（
意
志
）
を
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
と
言
え
る
。
「
万
、
ム
ト
為
も
〈
意
志
〉
に
関

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
r
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」

二
三
九
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ズム ストム 為thlム 為ガム ム ズム ストム 為トム 為ガム ム l

伊

表

朗

そ

の
他

意

志

そ
の
他

意

志

卒

去

そ
の
他

意

志

意

志

そ
の
他

意

志

そ

の
他

意

志

そ

の
ィ

意

志

そ
の
他

率

豪

そ
の
他

意

志

5 61 51 2 92
‾

｝

8 9 9 1 32 文の地

ー1 1 6 1 22 文惟思
3 2 92 63 1 4 3 6 5 47 ‾l文…講壇

2 00 品 C、U 6
‾

二

2 C1 6 1 r／ 文の地

二2 2 1 11 1 1 8 文惟思
1 5 21 3 03 5 7 11 5 34 文話会
3 5 7 2 8

‾

三

4 2 61 1 2 文の地
1 6 8 9 ‖思 文惟 二

1 7 2 1 9 2 82 6 7 6 l‾57 会 文
3 0 3 2 52

‾

四

3 51 9 2 21 文の地

四2 2 3 1 81 文惟田
2 1 21 35 8 21 5 9 6 15 文話会
11 9 6 72 9

‾

五

3 9 7 1 41 文の地

五1 4 1 1 6 思 文
3 1 1 3 7 3 2 11 5 95 芯 文

2 5 7 13 1 1 71 61 1 11 文の地

六2 2 32 1
＿－ 六

1 1 8 文惟思
2 4 3 00 11 87 9 2 1 2 82 ‖文日詰…会

1 3 9 01 2 2
‾
七

eu 6 6 1 0 文の地

七2 8 1 文惟思
3 2 1 13 2 4 24 13 会 文話
2 52 31 5 2

‾
九

7 12 8 2 21 文の地

九3 2 2 9 2 1 3 1 文惟思

54 9 8 55 771 81 6 5 34 ‖文日詰…会

5 2 21 51 53 7 二

〇

7 411 11 2 51 文の地
‾
○

2 1 1 6 3 1 41 文惟思

4 2 5 95 9 1 6 5 01 只U 94 ‥文…話…会

3 1 4 一
1

一1 7 一
4 8 2 21

二

三
1 1 1 5

1 5 32 2 …25
3 11 4 52 82

二

四
2 9

3 8 4 7 ‖64
6 4 7 1 6

8 4
五2 6 7 33 ズム ストム 為トム 為ガム ム 誓

甜

2 2 51 2 4 22
一 そ

の
他

意

志

そ
の
他

意

志

そ
の
他

意

：
思

そ
の
他

意

志

そ
の
他

意

志

21 2 2 2 9
六71 5 5 3 66 0

3 ごり1 5 7 7 01 14 025 0000 35 611 文の地
2 1 2 12

七
01 0 7 6 89 17∵10 文惟思 ～

岩1 5 4 1 3 17 5 0 67 63 33 57 884 534 文議会
2 2 8 1 ‘

4 二

八

01 31 92 2 nu6 882 902 文の地 二
～
ニ○

2 11 31 ‘41 0 9 バリ1 131 …89 ひ 文
1 ‘4 1 9 16 95 61 5 84 22 1 53 8 474 773 会 文

4 3 7 6 35 72 81 3 3 54 69 03 9‘43 28 文の地 一
8 5

…
3 1 23

九
3 7
日

9 01 2 8 nu 81 ‖94 文惟思
7 4 4 7 2 1 9 0 64 5 92 62 35 9 125 464 文話会 一

3 6 一 5
13

3
－5
＿

6
－311

8
12

2
－3

15
－2

3
＿

37
云

24
－16

0
一バリ

79
…41

7
－nu

0
－9

5
－2

A
1 1 32

ニ

○
▼10 文

口

計2 1 1 4 2 42 7Cu 9 5 400 02 0 6 38‘
4

1 672 芸 文
5 5 9 qu6 81 一
3 1 4 03Qu35 0035 540 37023862 計総
4 1 6 1 4 2 35 1

わ
る
表
現
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
、
ム
ト
ス
に
対
す
る
特
徴
的
な
差
と
し
て
看
取
で
き
る
。
即
ち
、
『
今
昔
』
に
お
け
る
用
言
承

（16）

接
の
「
為
」
字
が
い
か
に
（
意
志
）
の
助
動
詞
「
ム
」
と
強
く
結
び
付
い
て
い
た
か
が
判
り
、
あ
た
か
も
「
ム
」
と
共
起
す
る
こ
と
が
「
為
」

字
の
前
提
条
件
で
あ
っ
た
か
の
様
に
す
ら
捉
え
得
る
状
況
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
も
ム
ガ
為
と
ム
ト
為
と
の
関
係
の
緊
密
さ
が
再
確
認
で
き



る
の
で
あ
る
。

更
に
表
I
か
ら
看
取
で
き
る
こ
と
は
、
（
意
志
〉
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
そ
れ
以
外
の
も
の
と
の
割
合
と
、
文
の
種
類
に
よ
る
使
用
状

況
の
割
合
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
毎
に
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
な
る
ム
ト
為
の
特
徴
で
あ

鮒以法用の＞志意＜類分るよに体主作動

01～1 02～11 13～22 郵分盾計合

為トム 物情有 01 23 6 10984

物情無 1 3 1 9nu‾lhJ

ストム 物情有 78 65 53 638871

物音矧 11 71 7 46153

ズム 物情有 31 33 38 238921

物ヰ
日

射 2 6 81 86162

る
。
ま
ず
、
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
た
割
合
を
見
る
と
、
ム
4
4
％
・
ム
ト
為
9
0
％
・
ム
ト
ス
4
9

％
・
ム
ズ
2
0
％
で
あ
り
、
ム
ト
ス
が
ム
と
極
め
て
近
い
使
用
状
況
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ム
ト

為
は
意
志
表
現
に
用
い
ら
れ
る
点
で
突
出
し
て
い
る
。
次
に
、
地
の
文
に
用
い
ら
れ
た
割
合
に

注
目
す
る
と
、
ム
2
7
％
・
ム
ト
為
6
9
％
・
ム
ト
ス
3
4
％
・
ム
ズ
2
1
％
で
あ
り
、
ム
ト
為
の
突
出

が
際
だ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ム
ト
為
は
〝
地
の
文
″
で
″
意
志
表
現
″
に
用
い
ら
れ
る
点
に

そ
の
特
徴
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
地
の
文
に
お
け
る
意
志
表
現
は
、
表
現
主
体
自
身
の
意

志
で
は
な
く
第
三
者
の
意
志
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
前
述
の
特
徴
を
換
言
す
る
と
、
ム
・

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

　

°

ム
ズ
・
ム
ト
ス
と
の
比
較
か
ら
し
て
、
ム
ト
為
は
第
三
者
の
（
意
志
）
を
客
観
的
に
措
写
す
る

た
め
（
ム
ト
ス
の
原
義
と
指
摘
さ
れ
る
も
の
）
の
表
記
形
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
（
意
志
）
表
現
以
外
の
用
法
の
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か

に
な
る
、
ム
ト
為
の
性
質
に
つ
い
て
見
る
。
ム
ト
為
が
（
意
志
）
の
用
法
で
な
い
と
見
た
五
三

例
の
内
、
「
命
終
ラ
ム
ト
為
」
（
一
八
例
）
「
死
ナ
ム
ト
為
」
（
一
〇
例
）
な
ど
人
の
死
（
（
意
志
）
に

基
づ
か
な
い
）
の
表
現
三
二
例
を
中
心
に
四
八
例
が
、
有
情
物
（
主
に
人
間
）
の
動
作
・
状
態
に

関
わ
る
表
現
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
意
志
表
現
以
外
の
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
・
ム
ズ
に

応
ず
る
主
体
が
、
有
情
物
か
無
情
物
か
に
よ
っ
て
分
類
し
た
も
の
が
上
の
表
で
あ
る
。
意
志
表

現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
も
併
せ
見
て
、
ム
ト
ス
や
ム
ズ
と
比
し
て
、
ム
ト
為
が
有
情
物
を
主
体

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
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と
し
た
表
現
で
あ
る
点
に
特
徴
を
見
出
せ
る
。
例
え
ば
、
次
の
例
は
異
表
記
が
近
接
し
て
現
れ
、
主
語
の
相
違
を
反
映
し
た
象
徴
的
な
例
と

見
得
る
　
（
但
し
、
左
例
の
ム
ト
為
は
（
意
志
）
の
用
法
）
。

〇
二
日
ノ
夜
ノ
月
ノ
隠
レ
ナ
ム
ト
シ
ケ
ル

こ
御
子
酔
テ
大
給
ヒ
ナ
ム
ト
為
レ
ハ
業
平
中
将
此
ク
ナ
ム
〔
二
四
　
讐

即
ち
、
ム
ト
為
は
、
ム
ト
ス
・
ム
ズ
と
異
な
り
、
人
の
行
為
に
関
わ
ら
な
い
単
な
る
推
量
や
事
態
の
推
移
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
極
め
て
稀

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ム
ト
ス
は
「
ス
」
が
形
骸
化
し
て
実
質
的
意
味
を
既
に
持
た
ず
ム
（
や
ム
ズ
）
と
同
じ
く
〓
謡
相
当
の

資
格
で
機
能
し
て
い
た
の
に
対
し
、
ム
ト
為
は
「
為
」
が
未
だ
動
詞
ス
の
意
味
を
（
実
質
概
念
は
欠
き
乍
も
人
の
動
作
・
状
態
を
描
写
す
る
と
い

う
意
味
に
お
い
て
）
一
部
に
残
し
て
い
た
為
の
相
違
と
見
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
そ
の
他
に
も
表
I
か
ら
指
摘
で
き
る
い
く
つ
か
の
問
題
（
ム
ズ
や
ム
ト
ス
の
性
質
、
そ
れ
ぞ
れ
の
比
較
か
ら
捉
え
ら
れ
る
特
徴
等
々
）
も

考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
本
稿
で
は
触
れ
ず
、
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

五
、
「
為
」
「
欲
」
「
将
」
と
漢
文
訓
読
語

次
に
、
「
ム
ト
ス
（
為
）
」
を
漢
字
「
為
」
「
欲
」
「
将
」
と
漢
文
訓
読
語
と
の
関
係
か
ら
な
が
め
て
み
た
い
。
そ
の
事
の
意
義
と
理
由
は
は
じ

め
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
「
為
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
に
詳
細
に
述
べ
た
よ
う
に
、
「
ム
ト
ス
」
（
就
中
ム
ト
為
）
が
「
為
」

字
と
緊
密
に
結
び
付
い
た
訓
読
語
的
要
素
の
強
い
一
面
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
得
た
。
『
今
昔
』
の
よ
う
な
漢
字
交
り
文
の
場
合
は
、
当

該
漢
字
の
使
用
状
況
と
の
関
係
も
重
要
な
意
味
を
有
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
漢
文
訓
読
に
お
け
る
「
欲
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
ム
ト
ス
と
読
む
の
は
漢
籍
で
、
仏
書
で
は
ム
ト
オ
モ
フ
と
読
む
こ
と
が
多
」
く
、

（17）

仏
書
の
訓
法
ム
ト
ス
は
「
院
政
期
後
半
か
ら
鎌
倉
期
の
資
料
に
見
え
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。
ま
た
、
本
来
「
欲
」
の
字
義
は
意
欲
・
願
望

で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
そ
の
よ
う
な
観
点
で
見
る
と
、
『
今
昔
』
の
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
が
、
（
意
志
）
表
現
に
用
い
ら
れ
た
も
の
も
含
め
て
、

「
欲
」
字
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
積
極
的
に
認
め
得
る
も
の
は
殆
ど
無
い
。
一
方
、
ム
ト
オ
モ
フ
な
ど
と
の
関
係
で
見
る
と
、
明
ら



か
な
例
は
僅
か
一
例
「
暫
ク
出
テ
遊
ハ
ム
ト
欲
フ
」
〓
　
3
〕
し
か
見
出
せ
ず
、
「
父
母
こ
随
ハ
ム
事
ヲ
不
欲
ス
シ
テ
…
…
此
ヲ
寧
ア
見
ム
ト

不
欲
ス
」
〔
二
　
蛍
を
そ
れ
と
見
な
し
て
も
三
例
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
『
今
昔
』
に
お
け
る
右
以
外
の
「
欲
」
の
用
字
法
（
名
詞
・
漢
語

の
一
部
に
用
い
ら
れ
た
も
の
は
除
く
）
に
注
目
し
て
み
る
と
、
「
薗
二
出
テ
遊
ハ
ム
ト
欲
シ
テ
」
〔
一
3
〕
（
ム
ト
シ
テ
で
は
な
く
ム
ト
オ
ボ
シ
テ

或
は
ム
ト
ホ
ッ
シ
テ
と
見
る
）
や
「
万
ノ
大
欲
カ
リ
テ
買
ハ
ム
ト
申
セ
ト
モ
」
〔
〓
ハ
　
5
〕
の
如
き
動
詞
「
お
ぼ
す
・
ほ
っ
す
」
（
一
例
）
「
ほ
し

が
る
」
（
八
例
）
、
「
御
酒
ノ
欲
キ
こ
ハ
非
ス
」
〔
一
〇
　
坐
「
更
二
物
欲
キ
事
元
ク
シ
テ
」
〔
「
九
　
曇
「
由
元
キ
物
欲
ク
シ
テ
」
〔
二
九
　
6
〕

の
如
き
形
容
詞
「
ほ
し
」
（
三
二
例
）
、
「
極
テ
見
マ
欲
シ
ク
思
ケ
ル
ニ
」
〔
一
九
　
9
〕
の
如
く
助
動
詞
「
ま
ほ
し
」
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
も

の
（
い
ず
れ
も
「
マ
欲
」
の
形
で
巻
∵
九
以
降
に
一
六
例
）
が
そ
の
総
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
欲
・
願
望
の
意
を
殊
更
に
ム
ト
ス
や
ム
ト
欲
（
お

（18）

も
ふ
）
で
は
表
現
し
て
い
な
い
と
見
得
る
。
ま
た
、
ム
ト
オ
モ
フ
の
形
を
採
る
の
は
「
ム
ト
思
」
も
外
形
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
「
ム
ト

思
」
の
形
は
一
〇
三
六
例
を
数
え
る
が
、
直
接
に
「
欲
」
の
訓
読
語
ム
ト
オ
モ
フ
と
関
係
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
し
て
ム
ト
ス
と
は
交
渉

（19）

を
持
ち
得
な
い
。
「
ム
ト
思
」
の
「
ム
」
が
意
志
表
現
で
あ
る
八
六
一
例
は
ま
だ
し
も
、
「
～
だ
ろ
う
と
思
う
」
の
意
に
用
い
ら
れ
「
ム
」
が

推
量
表
現
と
な
る
∵
七
五
例
は
、
「
欲
」
字
と
の
関
係
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
意
志
表
現
の
八
六
一
例
に
し
て
も
、
「
ト
」
を
格
助
詞
と
し
、

「
思
」
も
実
質
的
な
意
味
を
持
っ
て
（
形
式
化
し
な
い
用
言
と
し
て
）
機
能
し
た
思
惟
文
と
な
る
と
解
釈
で
き
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
り
、
「
ス
」

「
オ
モ
フ
」
が
形
式
化
し
た
「
欲
」
の
訓
読
語
ム
ト
ス
・
ム
ト
オ
モ
フ
と
同
一
の
意
味
・
用
法
と
は
捉
え
難
い
。
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
な

よ
う
に
、
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
の
意
味
・
用
法
を
見
て
も
「
欲
」
の
用
字
法
を
見
て
も
、
『
今
昔
』
の
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
が
「
欲
」
字
や
そ
の
訓

読
を
背
景
と
し
て
い
る
こ
と
を
積
極
的
に
窺
わ
せ
る
要
素
は
見
あ
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

今
一
つ
の
漢
字
「
将
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
意
味
が
〝
将
然
″
の
意
で
あ
る
場
合
、
意
志
の
用
法
以
外
の
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
と
の
関
係
の

有
無
を
明
確
に
し
得
な
い
。
「
将
」
字
に
つ
い
て
は
今
ま
で
と
は
別
の
方
向
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
訓
読
の
世

界
で
再
読
字
が
成
立
し
て
以
後
「
将
」
に
「
マ
サ
ニ
～
ム
ト
ス
」
の
訓
が
定
着
し
て
か
ら
は
、
和
漢
混
清
文
の
語
法
に
も
そ
れ
が
何
ら
か
の

影
響
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
と
副
詞
と
の
呼
応
関
係
を
手
が
か
り
に
し
て
み
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
、

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
三
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『
今
昔
』
に
お
け
る
「
将
」
の
用
字
法
を
見
る
と
、
名
詞
・
漢
語
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
が
最
も
多
い
が
、
そ
れ
以
外
で
は
「
ヰ

テ
～
」
「
モ
テ
～
」
の
形
で
複
合
動
詞
の
上
部
要
素
と
な
る
も
の
が
殆
ど
で
、
副
詞
「
マ
サ
ニ
」
は
次
の
三
例
し
か
見
出
せ
な
い
。
「
妻
ヲ
被

取
テ
矧
ヨ
l
吉
ト
思
フ
人
有
ナ
ム
ヤ
」
〓
　
1
3
〕
・
「
観
音
ノ
助
ケ
給
ハ
ム
ニ
ハ
彗
愚
ナ
ラ
ム
ヤ
ハ
」
〔
一
六
　
9
〕
「
虚
空
蔵
ノ
謀
り
給
ハ
ム
こ

珂
J
l
愚
ナ
ラ
ム
ヤ
」
二
七
　
曇
、
「
将
ニ
」
は
い
ず
れ
も
「
ム
ヤ
（
ハ
）
」
と
呼
応
し
た
反
語
表
現
で
あ
り
、
ム
ト
ス
と
呼
応
し
た
も
の
は
無

（20）

い
。
ム
下
ス
と
呼
応
し
た
マ
サ
二
は
「
富
」
三
例
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

○
大
臣
申
テ
云
ク
「
仏
薗
ヨ
一
淫
楽
シ
給
ヒ
ナ
ム
ト
ス
諸
ノ
薬
ヲ
不
可
用
ス
」
ト
〔
三
　
讐

○
夫
人
…
「
…
然
リ
ト
云
ヘ
ト
モ
今
宮
二
申
ス
事
ヲ
得
タ
リ
既
二
此
ヲ
召
サ
ム
ト
ス
不
久
ス
シ
テ
富
二
乗
ナ
ム
ト
ス
…
」
〔
九
　
3
0
〕

○
吏
ノ
云
ク
「
君
東
へ
行
カ
ム
事
二
百
歩
シ
テ
噺
矧
⇒
古
キ
垣
ノ
穿
チ
破
タ
ル
ヲ
見
ム
ト
ス
明
ナ
ラ
ム
方
ヲ
見
テ
可
向
シ
…
」
〔
九
　
曇

そ
こ
で
、
ム
ト
為
・
ム
ト
ス
（
参
考
に
ム
ズ
）
が
い
か
な
る
副
詞
と
呼
応
し
た
か
（
厳
密
な
意
味
で
の
呼
応
で
は
必
ず
し
も
な
い
）
と
い
う
観
点

副
詞
と
の
呼
応
関
係
（
1
～
1
0
／
1
1
～
2
0
／
2
2
～
3
1
）

ム

ズ

ム ム
ト ト

ス 為

既必 既
ニ

必
ズ

層

（

既必
ニズ こズ
（（

（2 3
／
9
／
2
）

（1 2
／
1 1
／
1 2
）

1
／

0
／

∩

12 （
10

（
0

／

0
／

／

・
0
／

／

15
／

／

1
／

0

）

・

遂

ニ

（

0

／

1

3

／

0

）

1
）

忽

こ

（

8

／

1

／

1

）

・

俄

こ

（

1

／

0

／

0

∵

漸

（

0

／

0

／

1

）

・

今

（

2

／

4

／

3

）

・

遂

l

こ

1

／

0

／

0

）

・

終

l

ニ

1

／

0

／

0

）

・

忽

ニ

（

9

／

8

／

2

）

・
定
（
3
／
2
／
2
）
・
決
定
（
1
／
0
／
0
）

今
（
2
／
5
／
3
）
・
只
今
（
1
／
5
／
3
）

嘗

ニ

（

3

／

0

／

0

）

2）

1

）

・

定

（

1

／

0

／

4

）

忽

ニ

（

0

／

0

／

1

）

今
（
1
／
1
／
0
）
・
只
今
（
0
／
0
／
1
）



で
整
理
し
た
の
が
前
頁
の
表
で
あ
る
。
表
に
看
取
で
き
る
よ
う
に
、
仮
名
「
マ
サ
こ
」
は
勿
論
、
「
嘗
」
以
外
の
マ
サ
ニ
訓
を
持
ち
得
る
漢
字

（
方
・
将
・
正
・
応
な
ど
）
と
呼
応
し
た
例
は
無
く
、
所
謂
完
了
表
現
に
も
用
い
ら
れ
る
副
詞
を
伴
う
用
例
の
多
さ
が
特
徴
的
な
点
と
し
て
気

付
か
れ
る
。
最
も
多
い
の
は
「
既
ニ
～
ム
ト
ス
（
為
）
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
漢
文
訓
読
専
用
の
「
マ
サ
ニ
～
ム
ト
ス
」
が
避
け
ら

れ
、
和
文
で
「
マ
サ
こ
～
ム
ヤ
」
、
和
漢
混
清
文
で
「
ス
デ
ニ
～
ム
ト
ス
」
が
生
ま
れ
た
も
の
で
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
「
ス
デ
ニ
」
は
「
マ

（21）

サ
ニ
」
の
代
替
語
で
あ
る
と
の
先
学
の
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
に
従
う
と
、
そ
の
他
の
副
詞
も
類
似
の
性
質
の
も
の
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
副
詞
の
方
の
問
題
で
あ
っ
て
、
ム
ト
ス
が
「
将
」
と
の
関
係
で
は
如
何
か
と
い
う
問
題
と
は
必
ず
し
も
直
結
し
な
い
。

つ
ま
り
、
辞
的
な
語
ム
ト
ス
は
、
「
将
」
の
字
面
や
そ
の
有
無
な
ど
の
影
響
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
換
言
す
れ
ば
、
「
将
」
字
の
訓
読
と

直
接
の
関
係
を
有
し
た
も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
和
文
の
「
ム
」
や
古
来
か
ら
あ
る
「
ム
ト
ス
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
和
漢
混
清
文
的
表
現
・

用
法
と
考
え
た
方
が
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る
ム
ト
ス
・
ム
ト
為
が
漢
文
訓
読
語
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
訓
点
資
料
で
漢
字
（
欲
・
将
な

ど
）
の
訓
と
し
て
与
え
ら
れ
た
「
ム
ト
ス
」
と
意
味
・
用
法
の
総
て
が
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
和
漢
混
清
文
的
用
語
・
用
法
と
し

て
和
文
語
と
も
ま
た
別
の
性
質
を
帯
び
た
も
の
も
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
漢
字
と
緊
密
な

関
係
を
有
し
、
漢
文
の
訓
読
を
介
し
て
（
漢
字
の
字
義
・
用
法
や
訓
み
の
影
響
を
直
接
に
受
け
て
）
生
じ
た
、
或
は
あ
る
意
味
で
和
化
さ
れ
た
意

味
・
用
法
の
も
の
は
、
「
為
」
字
と
の
関
係
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
（
就
中
ム
ト
為
）
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
意
志
表
現
の
「
ム

ト
ス
（
為
）
」
は
「
為
」
字
の
訓
読
語
と
も
い
う
べ
き
性
格
の
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
思
う
。
そ
の
意
味
で
ム
ト
為
の
有
す
る

一
連
の
特
徴
は
際
だ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

む
す
び
に

こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
こ
と
を
基
に
、
推
論
も
交
え
な
が
ら
ム
ト
ス
に
関
わ
る
問
題
を
中
心
に
簡
単
に
ま
と
め
て
む
す
び
と
し
、
卑
見

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五
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に
対
す
る
大
方
の
御
批
正
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
い
。

ム
ト
ス
は
、
漢
文
訓
読
と
い
う
〝
理
解
行
為
″
の
世
界
で
漢
文
の
「
欲
・
将
・
為
」
字
等
と
結
び
付
い
て
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
っ

た
が
、
和
文
に
お
い
て
も
古
く
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
「
む
と
す
」
と
そ
の
性
質
を
全
く
等
し
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
。
漢
文

訓
読
の
た
め
に
全
く
新
し
く
用
意
さ
れ
た
語
で
は
な
い
か
ら
、
漢
字
の
字
義
・
用
法
と
既
存
の
和
語
と
の
間
に
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
と
理

解
・
解
釈
さ
れ
て
、
そ
の
部
分
に
お
い
て
訓
読
に
採
用
さ
れ
、
両
者
が
結
び
付
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
『
今
昔
』
　
の
如
き
（
或
は

広
く
和
漢
混
清
文
で
も
）
広
い
意
味
で
の
〝
衷
現
行
為
″
　
（
漢
文
の
出
典
が
あ
っ
た
と
し
て
も
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
資
料
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
ム

ト
ス
も
亦
、
「
欲
・
将
」
等
の
訓
読
語
た
る
ム
ト
ス
と
全
く
同
じ
で
あ
っ
た
の
で
も
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
和
漢
混
清
文
に
お
け
る

ム
ト
ス
の
場
合
、
漢
文
の
当
該
漢
字
の
字
義
・
漢
文
訓
読
の
ム
ト
ス
・
和
文
の
「
む
と
す
」
と
い
う
三
者
か
ら
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
存
し
、

し
か
も
い
ず
れ
と
も
異
な
る
　
″
和
漢
混
清
文
用
語
″
　
と
も
言
え
る
変
質
し
た
ム
ト
ス
の
意
味
・
用
法
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
中
で
も
そ
の
典
型
的
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
が
、
本
稿
で
主
に
触
れ
た
ム
ト
為
で
あ
る
。
漢
文
訓
読
文
と
和
文
と
の
交
渉
・
相
互

の
受
容
の
あ
り
様
を
、
こ
の
期
の
特
徴
と
し
て
、
漢
字
仮
名
交
り
文
の
中
の
ム
ト
為
が
反
映
し
て
い
る
と
見
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
今
昔
』
　
に
お
け
る
ム
ト
為
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
表
記
上
も
意
味
・
用
法
上
も
、
ム
ガ
為
と
通
ず
る
点
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ

れ
は
「
為
」
本
来
の
字
義
と
和
語
と
の
結
び
付
き
、
訓
読
の
上
で
タ
メ
で
も
動
詞
ス
で
も
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
、
ム
ト
為
に
斯
か
る
特
徴
的

な
意
味
・
用
法
を
担
わ
せ
た
誘
因
と
考
え
ら
れ
る
。
ム
ト
為
と
ム
ト
ス
と
の
表
記
の
相
違
が
意
味
・
用
法
の
相
違
を
反
映
し
て
い
る
と
見
得

る
こ
と
の
一
つ
の
背
景
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
本
稿
で
主
に
論
じ
て
き
た
の
は
意
志
の
用
法
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
限
り
に
お
い

て
、
ム
ト
ス
が
漢
文
訓
読
語
的
性
格
の
語
と
把
握
さ
れ
る
．
の
は
意
志
の
用
法
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
背
景
に
あ
る
漢
字

や
訓
読
と
し
て
直
接
に
与
る
の
は
、
「
欲
・
将
」
や
そ
の
訓
読
語
ム
ト
ス
で
は
な
く
、
「
為
」
字
や
そ
の
訓
読
と
の
関
係
が
最
も
緊
密
な
も
の

と
し
て
指
摘
・
想
定
で
き
る
程
度
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
、
ム
ト
為
で
表
記
さ
れ
る
こ
と
の
有
意
的
区
別
意
識
・
必
然
的
事
情
と
関
係
す
る
と

考
え
る
。
つ
ま
り
、
ム
ト
ス
が
漢
文
訓
読
用
語
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
そ
れ
は
「
為
」
　
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
或
は
「
為
」



字
を
介
し
て
和
漢
浪
清
文
の
ム
ト
ス
の
意
味
・
用
法
の
変
質
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
ム
ト
為
表
記
の
語
を
手
が
か
り
に
、
ム
ト
ス
の
性
質
（
主
に
漢
文
訓
読
語
と
の
関
係
）
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
が
、

課
題
と
し
て
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
も
多
い
。
例
え
ば
、
漢
文
・
和
化
漢
文
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
「
為
」
字
の
字
義
と
用
法
、
訓
点
資
料
に

お
け
る
ム
ト
ス
の
位
置
、
文
体
的
位
相
差
か
ら
見
た
ム
ト
ス
の
共
時
的
・
適
時
的
考
察
等
々
考
え
る
べ
き
点
は
多
い
。
ム
ズ
の
発
生
に
つ
い

て
は
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
を
検
討
す
る
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
、
よ
り
細
か
な
ム
ト
ス
の
性
質
や
ム
ト
ス
と
ム
ズ
と
の

関
係
、
ム
ト
ス
の
変
質
や
ム
ズ
ヘ
至
る
経
緯
な
ど
考
察
さ
れ
る
べ
き
余
地
は
未
だ
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

（2）（3）（4）（5）（6）

吉
田
金
彦
「
今
昔
物
語
集
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」
「
む
と
す
」
の
用
法
」
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
1
9
　
昭
和
三
六
年
＝
月
）
・
同
「
中
古
・

近
古
に
お
け
る
推
量
語
「
む
ず
」
・
「
む
と
す
」
の
用
法
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
甲
3
　
昭
和
三
七
年
三
月
）
・
同
「
「
む
ず
」
（
ん
ず
）
の
成
立
」
（
『
国

語
国
文
』
甲
8
　
昭
和
三
七
年
八
月
）
、
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
3
　
昭
和
四
六
年
三
月
）
・

同
「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
1
　
昭
和
六
三
年
五
月
）

関
一
雄
「
平
安
和
文
に
お
け
る
推
量
辞
「
む
ず
」
と
物
語
用
語
「
む
と
す
」
」
（
一
）
・
（
二
）
（
山
口
大
学
『
文
学
会
志
』
4
1
　
平
成
二
年
三
月
・

『
山
口
国
文
』
1
4
　
平
成
三
年
五
月
）
、
菅
原
範
夫
「
延
慶
本
平
家
物
語
の
「
ム
ズ
」
小
考
」
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
1
4
　
平
成
三
竺
〇
月
）

大
坪
併
治
『
訓
鮎
語
の
研
究
』
（
昭
和
三
六
年
　
風
間
葦
居
）
・
同
『
平
安
時
代
に
お
け
る
訓
粘
語
の
文
法
』
（
昭
和
五
六
年
　
風
間
書
房
）

拙
稿
「
和
化
漢
文
に
お
け
る
「
将
・
欲
」
と
「
可
・
当
」
等
に
つ
い
て
－
〈
意
志
〉
の
意
味
・
用
法
を
中
心
に
－
」
（
『
臥
瑠
璃
笛
語
学
論
集
』
平
成

四
年
　
汲
古
書
院
）

『
観
智
院
本
類
緊
名
義
抄
』
に
お
け
る
「
為
」
字
の
訓
は
、
「
彿
下
末
二
九
・
僧
上
七
九
」
に
掲
載
さ
れ
る
。

注
（
5
）
に
登
載
の
訓
参
照
。
『
今
昔
』
に
お
け
る
「
為
」
字
は
固
有
名
詞
や
一
般
名
詞
に
用
い
ら
れ
「
ヰ
・
タ
メ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
か
、

動
詞
と
し
て
「
ナ
ス
・
ナ
ル
」
「
ス
」
と
訓
ぜ
れ
る
べ
き
も
の
、
或
は
「
タ
メ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
べ
き
も
の
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
頻
度
か
ら
言
え

ば
「
ス
」
「
タ
メ
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
も
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

（
7
）
　
「
ム
ト
為
ニ
」
恨
「
ム
ト
シ
ニ
～
ス
」
の
語
法
の
可
能
性
も
あ
る
。
助
詞
「
に
」
が
活
用
語
の
連
用
形
を
う
け
「
～
す
る
た
め
に
」
の
意
を
表
す

用
法
を
持
つ
こ
と
は
、
辞
書
類
に
も
解
説
さ
れ
る
（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
『
新
潮
国
語
辞
典
』
等
々
）
。
「
白
波
の
寄
せ
来
る
玉
藻
世
の
間
も
続
ぎ
て

見
□
釆
む
活
き
浜
傍
を
〔
万
葉
集
三
九
九
四
〕
」
「
馬
な
ど
む
か
へ
刷
お
こ
せ
た
ら
ん
に
〔
徒
然
草
∵
八
八
〕
」

『
今
昔
物
語
集
』
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
8
）
　
『
今
昔
』
　
に
も
「
為
」
が
返
読
字
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る
次
の
如
き
例
が
あ
る
。

○
切
ル
者
共
ノ
云
ク
「
由
無
キ
相
為
ル
御
房
カ
ナ
此
ク
許
ノ
悪
人
ハ
何
ソ
ノ
往
生
可
為
キ
ソ
物
不
思
エ
ヌ
相
カ
ナ
」
ト
云
テ
只
切
二
刹
切
勾
日
相
人

其
ノ
切
ラ
ム
ト
為
ル
足
ノ
上
二
屠
テ
〔
一
五
　
2
2
〕

（
9
）
　
「
甲
動
詞
＋
ム
ト
為
テ
・
ム
ト
シ
テ
～
乙
動
詞
」
の
型
を
と
っ
て
「
～
し
よ
う
と
す
る
目
的
で
～
す
る
」
の
意
に
解
釈
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
例

え
ば
「
此
ノ
火
ヲ
以
テ
仏
ノ
御
身
ヲ
焼
キ
奉
ラ
対
日
叫
列
火
ヲ
香
樺
二
投
ル
こ
其
ノ
火
自
然
ラ
滅
シ
ヌ
〔
三
　
曇
」
「
飛
鳥
ノ
郷
二
堂
ヲ
起
テ
此
ノ

釈
迦
仏
ヲ
令
安
置
給
ハ
勾
ト
ー
シ
ー
テ
l
先
ツ
堂
ヲ
被
造
ル
間
〔
〓
　
鬱
」
の
如
く
ム
ト
為
表
記
に
限
ら
ず
ム
ト
ス
表
記
の
も
の
に
も
類
似
し
た
意
味
・

用
法
と
認
め
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
斯
か
る
も
の
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。
漢
字
「
為
」
　
（
主
に
そ
の
訓
読
）
と
の
関
係
で
、
タ
メ
こ

と
の
類
似
性
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ム
ト
為
の
性
質
が
顕
現
す
る
と
考
え
る
の
で
、
ム
ト
為
二
或
は
ム
ト
ス
ル
二
で
現
れ
る
も
の
の
み
を
対
象
と

し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
も
ム
ト
ス
表
記
は
漢
字
「
為
」
を
背
景
と
し
て
お
ら
ず
、
一
方
ム
ト
為
は
「
為
」
が
「
タ
メ
」
と
も
「
ス
」
と
も
結
び
付
い

て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
背
景
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
表
記
の
相
違
に
反
映
し
た
と
諒
解
さ
れ
る
。

（
1
0
）
　
勿
論
ム
ト
ス
表
記
に
も
「
～
ス
ル
　
（
ハ
）
～
ム
ト
ス
　
（
ル
也
）
」
の
型
で
行
為
の
目
的
や
理
由
を
表
す
も
の
は
一
例
も
確
認
で
き
な
い
。

（
1
1
）
　
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
讃
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
　
（
築
島
裕
）
　
に
よ
る
と
「
タ
メ
二
で
連
用
修
飾
格
と
な
る
も
の
」
は
平
安
和
文
・
訓
読
語
の
両
方

に
認
め
ら
れ
る
が
「
タ
メ
ナ
リ
と
な
っ
て
述
格
と
な
る
も
の
」
は
平
安
訓
読
語
の
特
有
語
法
で
あ
る
と
さ
れ
る
　
（
三
七
二
頁
）
。

（
1
2
）
　
こ
れ
ら
の
問
題
に
は
他
に
和
文
に
お
け
る
助
詞
　
（
就
中
「
に
」
）
　
な
ど
の
意
味
・
用
法
の
複
雑
さ
も
絡
ん
で
い
て
「
…
井
二
行
テ
水
ヲ
汲
マ
ム
こ

…
足
ヲ
洗
ハ
ム
ニ
（
或
は
ト
テ
）
其
ノ
井
二
行
ヌ
」
と
も
和
文
で
は
表
現
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
関
係
も
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。
煩
雑
に

な
り
過
ぎ
焦
点
を
拡
散
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
、
今
回
は
考
察
を
そ
こ
ま
で
に
及
ぼ
さ
な
い
。

（
1
3
）
　
具
体
例
と
所
在
は
次
の
と
お
り
、
「
～
ム
ト
為
ル
也
」
〔
五
　
3
〕
「
～
ム
ト
為
ラ
ム
」
二
〇
　
芭
「
～
ム
ト
為
」
二
二
　
曇
「
～
ム
ト
為
ル

也
ケ
リ
」
二
七
　
3
5
〕
　
〔
二
九
　
3
5
〕
「
～
ム
ト
為
ル
ナ
メ
リ
」
〔
二
七
　
4
0
〕
「
～
ム
ト
為
ツ
ル
也
」
〔
二
九
　
3
5
〕
。

（
1
4
）
　
本
稿
で
対
象
と
し
た
用
例
は
「
ム
」
が
仮
名
表
記
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
っ
た
。
文
脈
上
「
む
」
が
当
然
予
想
さ
れ
る
（
補
読
さ
れ
る
）
と
い
っ

た
類
の
も
の
も
用
例
と
し
て
は
数
え
ず
、
ま
た
マ
行
動
詞
に
添
え
ら
れ
た
「
ム
」
が
活
用
語
尾
と
も
未
然
形
承
接
の
助
動
詞
「
む
」
と
も
両
様
に
解

釈
で
き
る
場
合
も
対
象
か
ら
は
ず
し
た
。

（
1
5
）
　
ム
ガ
為
の
「
ム
」
を
総
て
意
志
の
用
法
と
見
る
こ
と
に
は
、
異
論
も
あ
ろ
う
し
、
柳
か
無
理
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
殊
に
動
作
主
体
が
第
三
者

で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
意
志
に
基
づ
く
動
作
の
描
写
で
は
な
く
、
単
な
る
動
作
の
描
写
（
こ
の
時
の
「
む
」
は
所
謂
娩
曲
の
意
）
と
も
と
れ
る
。
し

か
し
、
用
言
を
承
け
て
八
目
的
）
を
示
す
場
合
、
「
用
言
連
体
形
十
為
」
で
も
表
現
可
能
（
現
に
三
例
存
す
る
）
　
で
あ
り
、
或
は
「
用
言
連
体
形
＋

助
詞
ニ
」
で
も
表
現
可
能
（
注
（
7
）
参
照
）
　
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
如
き
例
が
存
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
。



○
仏
羅
喉
羅
ヲ
迎
ヘ
テ
出
家
セ
シ
メ
ム
ト
思
シ
テ
自
適
ヲ
以
テ
使
ト
シ
テ
迎
へ
⇒
遣
サ
ム
ト
為
ル
程
こ
　
〔
一
望

に
も
拘
ら
ず
ム
ガ
為
の
表
現
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
「
ム
」
は
あ
っ
て
も
な
く
て
も
良
い
（
三
者
間
に
何
の
差
異
も
な
い
）
の
で
は
な
く
、

ま
た
助
動
詞
「
ム
」
の
有
無
が
意
味
の
相
違
に
影
響
し
な
い
（
椀
曲
）
筈
も
な
い
と
考
え
る
。
つ
ま
り
、
他
の
二
者
と
の
差
異
（
「
ム
」
の
有
無
）

は
、
動
作
主
体
が
第
三
者
で
あ
る
場
合
も
、
ム
ガ
為
表
現
が
第
三
者
の
動
作
に
目
的
と
し
て
の
（
意
志
）
が
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
心
理
的
描

写
と
な
る
点
に
あ
る
と
考
え
た
い
。
助
動
詞
「
ム
」
が
意
志
に
基
づ
く
動
作
と
し
て
描
く
た
め
に
機
能
し
て
お
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
「
ム
」
は

意
志
の
用
法
と
認
め
て
良
い
よ
う
に
思
う
。

（
1
6
）
　
注
（
6
）
参
照
。
用
言
承
接
の
場
合
「
タ
メ
」
か
「
ス
」
が
主
。

（
1
7
）
　
小
林
芳
規
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
漢
籍
訓
謡
の
園
語
史
的
研
究
』
（
昭
和
四
二
年
　
東
京
大
学
出
版
会
）
、
大
坪
併
治
『
平
安
時
代
に
お
け
る

訓
鮎
語
の
文
法
』
　
（
昭
和
五
六
年
　
風
間
書
房
）

（
1
8
）
　
意
欲
・
願
望
の
意
を
表
す
際
は
、
和
文
と
同
じ
く
、
助
動
詞
や
終
助
詞
を
用
い
て
表
現
す
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
そ
の
語
は
仮
名
書
き
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
助
動
詞
マ
ホ
シ
（
四
例
）
、
終
助
詞
バ
ヤ
（
巻
一
～
一
〇
に
〓
例
、
巻
〓
～
二
〇
に
一
六
例
、
巻
二
二
～
三
一
に
二
五
例
）
・
ガ
ナ
（
巻

二
八
以
降
に
四
例
）
・
ナ
ム
　
（
巻
三
〇
に
二
例
）
　
な
ど
で
あ
る
。

（
1
9
）
　
「
ム
ト
思
」
に
お
け
る
助
動
詞
「
ム
」
の
意
味
・
用
法
に
着
目
し
て
見
た
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
巻
一
～
一
〇
（
意
志
三
〇
一
例
・
そ
の

他
二
一
例
）
、
巻
〓
～
二
〇
（
意
志
三
二
四
例
・
そ
の
他
五
七
例
）
、
巻
二
二
～
三
一
（
意
志
二
三
六
例
・
そ
の
他
九
七
例
）
。
韻
文
訓
読
色
の
強

い
巻
に
お
い
て
「
ム
ト
思
」
が
意
志
表
現
に
使
わ
れ
る
割
合
が
高
い
が
、
こ
れ
を
以
っ
て
「
ム
ト
思
」
と
「
欲
」
と
の
関
係
が
前
半
部
（
漢
文
訓
読

調
の
文
体
）
　
で
強
い
と
は
言
い
難
い
。

（
2
0
）
　
副
詞
「
嘗
」
の
呼
応
を
み
る
と
他
に
次
の
も
の
が
あ
る
。
ベ
シ
・
可
（
1
6
／
2
／
0
）
、
ム
（
3
／
8
／
5
）
、
ジ
（
2
／
0
／
0
）
、
呼
応
語
無

し
（
8
／
2
／
1
）
。
巻
〓
ハ
以
降
の
「
富
ニ
～
ム
」
は
反
語
表
現
に
な
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
ま
た
、
副
詞
「
マ
サ
ニ
」
は
「
正
二
」
も
あ
り
、

巻
二
・
六
に
各
一
例
「
正
二
～
可
」
の
形
で
出
て
く
る
。
こ
の
場
合
は
、
命
令
表
現
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
原
栄
一
「
陳
述
副
詞
「
ま
さ
に
」
の
代
替
語
「
す
で
に
」
に
つ
い
て
」
（
『
金
沢
女
子
大
学
紀
要
』
3
　
平
成
元
年
一
二
月
）

『
今
昔
物
語
集
』
　
に
お
け
る
「
ム
ト
ス
」
「
ム
ト
為
」
「
ム
ガ
為
」




